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力を合わせて
　　　頑張るぞ



内
灘
町
議
会

内
灘
ま
つ
り
T
H
E
秋
の
陣
﹁
灘
ジ
ェ
ン
ヌ
﹂

は
、
₁₀
月
₁₄
日
㈰
町
民
ホ
ー
ル
・
庁
舎
前
広
場

で
、
町
の
魅
力
発
信
と
町
民
相
互
の
親
睦
、
観

光
P
R
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
的
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。︵
来
場
者
数
約
1
0
0
0
人
︶

商
工
業
の
発
展
で

 

内
灘
町
を
も
っ
と
元
気
に
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10
月
会
議

9�

一
般
質
問
　　
６
人
が
登
壇

₁₆�

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
︵
９
月
︶

₁₇�

あ
り
ゃ
〜
ど
う
な
っ
た
が
い
ね
〜

₁₈�
�

突
撃
！ 

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

�

団
体
シ
リ
ー
ズ
④　
砂
丘
絵
手
紙
楽
集　
村む
ら

中な
か 

重し
げ

徳の
り

さ
ん

表
紙
の
こ
と
ば

﹁
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る
ぞ
﹂

台
風
一
過
の
晴
天
の
も
と
、９
月
18
日（
火
）に

全
小
学
校
で
楽
し
い
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。

鶴ケ丘小学校運動会
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補
正
予
算 

（
全
員
賛
成
）

一
般
会
計
（
第
２
号
）（
第
３
号
）

第
２
号
で
は
１
億
９
４
０
７
万
３

千
円
増
額
、
第
３
号
で
は
２
億
８

７
１
万
円
増
額
、
総
額
₉8
億
６
９

５
７
万
５
千
円
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第
２
号
）

４
２
２
４
万
５
千
円
増
額
、
総
額

2₇
億
７
８
２
４
万
５
千
円
。

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

２
３
７
２
万
７
千
円
増
額
、
総
額

1₉
億
５
７
７
２
万
７
千
円
。

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

 

︵
全
員
賛
成
︶

平
成
2₉
年
度
水
道
事
業
会
計
未
処

分
利
益
剰
余
金
３
０
１
９
万
５
８

１
８
円
の
う
ち
、
４
７
１
万
９
６

０
０
円
を
資
本
金
に
組
み
入
れ
、

２
０
０
０
万
円
を
減
債
積
立
金
に
、

５
０
０
万
円
を
建
設
改
良
積
立
金

に
積
み
立
て
、
残
余
を
繰
り
越
す
。

※
関
連
７
ペ
ー
ジ

財
産
の
取
得 

（
全
員
賛
成
）

ク
レ
ー
ン
付
資
機
材
搬
送
車
１
台

契
約
相
手
長
野
ポ
ン
プ
株
式
会
社

契
約
金
額　
１
４
１
４
万
８
千
円

納
期　
　
　
平
成
31
年
２
月
28
日

条
例
改
正 

（
全
員
賛
成
）

条
例
名
は
省
略
し
て
あ
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
包
括

的
支
援
事
業
実
施
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

「
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
」
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員

の
定
義
を
定
め
る
経
過
措
置
の
規

定
を
、
国
の
省
令
改
正
に
合
わ
せ

改
正
す
る
。

人
事
案
件 

（
全
員
賛
成
）

教
育
委
員
会
委
員

  

髙た
か

坂さ
か 

真ま

由ゆ

美み	

氏

�

（
新
任　
白
帆
台
）

河北潟ゆうきの里 大規模改修に補正
平
成
₃₀
年
内
灘
町
議
会
９
月
会
議
が
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
の
ほ
か
、

条
例
、
財
産
の
取
得
、
人
事
案
件
な
ど
計
８
議
案
を
審
議
し
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

公的病院等運営費
補助金 1億円

大会出場補助金 430万円

内灘中学校から86名の選手が北信越出場。
野球部・柔道部・陸上競技部は全国大会出場。

救急医療の確保と地域医療の充実のため、
金沢医科大学病院に運営費を助成。
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※９月会議での審議の結果、賛否が分かれた議案はありません。
※関連する委員会質疑は16ページに掲載。

そ の 他 の 主 な 事 業
・情報システム管理業務委託料 680万円
新元号に変更されることに伴うシステム改修。

・私立幼稚園就園奨励費補助金 80万円
補助対象者の増。

・子ども・子育て支援事業計画 150万円
  ニーズ調査業務委託料
・国民健康保険特別会計 4225万円
糖尿病性腎症重症化予防対策事業充実のための増額と
平成29年度決算精算に伴う返還金。

・介護保険特別会計 2373万円
居宅介護等福祉用具購入費や高額介護サービス費の増額と
平成29年度負担金事業等精算による
国県等への償還金・一般会計への繰出金。

・防犯カメラ設置工事 100万円
寄附金の受け入れにより防犯カメラを2カ所設置予定。

・畑地かんがい施設修繕料 200万円
・既存建築物耐震改修工事費等補助金 259万円
補助金上限額が1件あたり50万円から150万円となる。

・除雪対策費 245万円
・学校施設修繕費 610万円
緊急のブロック塀補修やプール漏水修繕等による増額。
清湖小学校屋上シート防水等改修工事の増額。

・体育施設修繕費 60万円
総合グラウンドのブロック塀を安全な高さに整備するための増額。

・文化会館改修工事 5716万円
仕様規定の変更による工法の変更及び耐震補強工事の増額。

・式典費 12万円
文化会館改修工事に伴い平成30年度成人式を金沢医科大学講堂
で実施することによる増額。施設借上料と警備委託料。

9月会議
4日～19日 河北潟ゆうきの里 大規模改修に補正

改修費 2億871万円

全体事業費（概算）
　事　業　費

国 県 町 組合
平成30年度 4億4680万円 1億8180万円 1億3914万円 6957万円 5629万円
平成31年度 4億7444万円 1億9095万円 1億4901万円 7450万円 5998万円

計 9億2124万円 3億7275万円 2億8815万円 1億4407万円 1億1627万円
※国庫補助対象事業の負担割合は、国50％、県30％、町15％、組合5％

河北潟ゆうきの里
河北潟酪農団地で発生する家畜ふん尿の汚水浄化処
理を行ない、家畜ふん尿のたい肥化や水処理をして、
河北潟の環境保全を図っている。

モーさん
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年に一回設置される特別委員会で、
平成 29年度に執行された事業が適
切であったかをチェックし、次年度
にむけ改善を指摘要望する役割を果
たします。

決算特別委員会とは

経費削減で 効率的な財政運営を！経費削減で 効率的な財政運営を！経費削減で 効率的な財政運営を！
町民１人あたりの費用　41万8256円（一般会計）

このように使われました 平成28年度は40万9890円でした

１．防災拠点施設を活用すべき
　災害に強いまちづくりを推進するため、防災拠点施設
で出前講座を開催すべき。

２．ケーブルテレビの内容充実を図るべき
　現在 6番組が放映されているが、同じ内容のものが繰
り返し放映されていることから、番組のあり方を検討し
ていくべき。

３．効率的な財政運営に取り組むべき
　行財政改革も含め、経費の削減は継続して取り組むべき。

４．企業誘致を推進すべき
　広く内灘町のPRを展開するとともに、積極的に誘致活
動に取り組むべき。

５．自転車利用者の増加を図るべき
　平成 32年度全国高校総体自転車競技（トラック）が石
川県立自転車競技場で開催されるのを機に、町は競技場
の情報発信を広く図るべき。

６．観光施策の充実を図るべき
　観光を通してまちの賑わいを創出するためにも、観光
案内所の充実や道の駅構想も含め、観光施策を推進する
専門部署の新設を考えるべき。

７．除雪体制の充実を図るべき
　除雪機の免許証保有者を把握し、雪害対策時の人員確
保に努めるべき。

８．道路計画の進展を図るべき
　アカシア向粟崎 2号線や準幹 10号線の道路用地を先
行取得しているが、未買収用地があり事業化に至らない
状況が続いている。計画の見直しも含め、土地の有効利
用を検討すべき。

９．自己水の確保に努めるべき
　必要な自己水を確保するため、井戸の水源の深さやろ
過方法を研究し、自己水の確保に努めるべき。

10．コミュニティバスの活用を検討すべき
　コミュニティバスを通学に利用できないか検討すべき。

平成 29 年度決算に対する指摘事項

決算特別委員会

川口正己　清水文雄　北川悦子　太田臣宣
◎磯貝幸博　　〇藤井良信

（◎…委員長、〇…副委員長）

民生費
13万5367円

土木費
4万2603円

教育費
11万2319円

総務費
3万4316円

借入金の返済
3万9234円

衛生費
2万9849円

消防費
9358円

議会費
4878円

商工費等
1万332円
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決算特別委員会では、平成29年度の一般会計と特別会計の歳入歳出および水道事業会計の
剰余金処分を集中審査し、すべて原案のとおり認定しました。平成31年度の予算編成に対
し、10項目の指摘・要望を行ないました。

経費削減で 効率的な財政運営を！経費削減で 効率的な財政運営を！経費削減で 効率的な財政運営を！平成29年度
決算審査

一般会計の借金と貯金
一般会計　基金の計 一般会計　町債の計

平成27年度 16億2149万円 100億 379万円

平成28年度 14億 967万円 112億2286万円

平成29年度 12億2677万円 122億2297万円

特別会計決算
会計名 収入額 支出額

公共下水道事業 17億3414万円 17億3413万円

新エネルギー事業 2609万円 2608万円

国民健康保険 31億6596万円 32億5553万円

後期高齢者医療 2億7327万円 2億7292万円

介護保険 18億4529万円 18億2225万円

水道事業会計決算
区分 収入額 支出額

収益的収支 6億502万円 5億6998万円

資本的収支 1億5999万円 2億6340万円

水道事業未処分利益剰余金の処分
未処分利益剰余金

当年度末現在高 3020万円

議会の議決による処分額 2972万円

資本金への組入 472万円

減債積立金への積立 2000万円

建設改良積立金 500万円

処分後残高 48万円

収 入
（一般会計）

支 出
（一般会計）

町税
26億5092万円
（23.4％）

町税
26億5092万円
（23.4％）

地方交付税
24億2817万円
（21.5％）

地方交付税
24億2817万円
（21.5％）

国庫支出金
19億4727万円
（17.2％）

国庫支出金
19億4727万円
（17.2％）

借入金
19億5709万円
（17.3％）

借入金
19億5709万円
（17.3％）

県支出金
6億8995万円
（6.1％）

県支出金
6億8995万円
（6.1％）

諸収入 2億6399万円（2.3％）諸収入 2億6399万円（2.3％）
繰入金 3億2455万円（2.9％）繰入金 3億2455万円（2.9％）

使用料及び手数料等 2億2376万円（2.0％）使用料及び手数料等 2億2376万円（2.0％）

地方消費税交付金
4億4051万円
（3.9％）

地方消費税交付金
4億4051万円
（3.9％）

分担金及び負担金 2億1614万円（1.9％）分担金及び負担金 2億1614万円（1.9％）

地方特例交付金等 9715万円（0.9％）地方特例交付金等 9715万円（0.9％）
地方譲与税 7201万円（0.6％）地方譲与税 7201万円（0.6％）

111億8208万円113億1151万円

民生費
36億1903万円
（32.4％）

民生費
36億1903万円
（32.4％）

土木費
11億3898万円
（10.2％）

土木費
11億3898万円
（10.2％） 教育費

30億284万円
（26.9％）

教育費
30億284万円
（26.9％）

総務費
9億1745万円
（8.2％）

総務費
9億1745万円
（8.2％）

借入金の返済
10億4893万円
（9.4％）

借入金の返済
10億4893万円
（9.4％）

衛生費
7億9802万円
（7.1％）

衛生費
7億9802万円
（7.1％）

商工費等 2億7622万円（2.4％）商工費等 2億7622万円（2.4％）
消防費 2億5019万円（2.2％）消防費 2億5019万円（2.2％）

議会費 1億3042万円（1.2％）議会費 1億3042万円（1.2％）

一般会計決算

町民1人あたりの
貯金
4万5886円
 （一般会計）

Ｈ28年度　5万2435円

借金
45万7189円
 （一般会計）

Ｈ28年度　41万7454円

平成30年3月末人口　26,735人　前年度より149人減
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ど
う
な
っ
た
？ 

平
成
28
年
度
の
指
摘
事
項

①
指
定
金
融
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

働
き
か
け
る
べ
き

▼
協
力
要
請
し
、
地
方
債
借
入
を
進

め
た
。

▼
役
場
１
階
銀
行
窓
口
は
契
約
上
、

限
定
的
な
事
務
に
限
ら
れ
て
い
る
。

▼
役
場
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
再
設
置
は
難
し
い

と
き
い
て
い
る
。

② 「
展
望
温
泉
ほ
の
ぼ
の
湯
」
の 

使
用
料
の
見
直
し
を
図
る
べ
き

▼
平
成
30
年
4
月
よ
り
浴
室
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
、
新
料
金
で
営
業

を
開
始
し
た
。

　
合
わ
せ
て
大
広
間
を
飲
食
可
能（
飲

酒
×
）
に
し
た
。

③
地
元
事
業
者
に
対
す
る

支
援
の
充
実
を
図
る
べ
き

▼
地
元
事
業
者
が
空
き
店
舗
等
を
活

用
し
起
業
す
る
際
に
も
助
成
の
対

象
と
し
た
。

④
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

向
け
た
調
査
を
す
べ
き

▼
再
度
調
査
を
行
な
っ
た
が
汎は

ん

用よ
う

性せ
い

が
低
く
高
価
格
。
設
置
人
件
費
や

製
品
の
性
能
向
上
に
よ
る
価
格
の

変
動
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

調
査
を
続
け
る
。

⑤
風
力
発
電
施
設
の
将
来
像
を

検
討
す
べ
き

▼
平
成
15
年
か
ら
の
稼
働
で
経
年
劣

化
や
老
朽
化
が
見
ら
れ
、
自
然
災

害
に
よ
る
故
障
も
あ
る
。
施
設
の

状
態
や
将
来
的
な
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
今
後
の
方
針
を
検
討
す
る
。

⑥
自
己
水
の
確
保
を
検
討
す
べ
き

▼
未
利
用
の
向
陽
台
浄
水
場
、
鶴
ケ

丘
浄
水
場
の
敷
地
内
で
試
験
井
戸

を
設
置
し
、
揚
水
量
や
水
質
を
調

査
、
ま
た
浄
水
場
の
改
修
も
含
め

検
討
す
る
。

南み
な
み　

守も
り

雄お

　
議
会
選
出
監
査
委
員

�

（
11
年
以
上
在
職
）

　
多
年
監
査
事
務
に
精
励
し
、
制

度
の
高
揚
と
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
を
た
た
え
、

石
川
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
よ

り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

石
川
県
町
村
監
査
委
員

協
議
会
表
彰

10
月
会
議　
10
月
15
日

議
員
辞
職
の
許
可
（
異
議
な
し
）

　
磯
貝
幸
博
議
員
か
ら
、
一
身
上
の
都
合

に
よ
り
議
員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
許
可

さ
れ
ま
し
た
。

選
任

　
議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
会
委
員
に
北

川
悦
子
議
員
が
指
名
さ
れ
、
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

問	
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
先
行
き
は
。

答	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

率
が
10
％
程
度
と
低
迷
し
て
お
り
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
費
用
対
効
果
を
考

え
る
と
カ
ー
ド
普
及
率
が
カ
ギ
と
な

る
た
め
、
ま
ず
は
周
知
に
努
め
た
い
。

問	

海
水
浴
場
に
、
費
用
を
か
け
る

だ
け
で
な
く
収
入
を
得
る
こ
と
も
考

え
る
べ
き
だ
。

答	

今
年
の
反
省
点
も
踏
ま
え
て
、

賑
わ
い
づ
く
り
は
地
元
の
商
工
会
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問	

水
道
事
業
で
の
借
入
金
で
金
利

の
高
い
も
の
が
あ
る
が
、
借
り
換
え

や
繰
り
上
げ
返
済
等
で
き
な
い
か
。

答	

繰
り
上
げ
返
済
時
に
は
保
証
料

や
手
数
料
が
か
さ
む
た
め
検
討
が
必

要
に
な
る
。

問	

災
害
時
に
備
え
た
貯
水
量
は
。

答	

飲
料
水
は
町
全
体
で
７
日
分

で
約
３
０
０
０
㎥
必
要
と
さ
れ
る
が
、

現
在
７
０
０
０
㎥
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
議
論

決
算
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一
般
質
問
（
９
月
６
日
）

６
人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
議
会
↓
議
会
録
画
中
継
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、政
策
的
提
言
や
行
政
へ
の
批
判
な
ど
を
執
行
機
関
に
直
接
問
う
も
の
で
す
。

生
いく
田
た
　勇

はや
人
と

�…………………………… 10
・小学校普通教室への冷房設置について
・屋内体育施設の熱中症対策と予防について ほか1問

七
しち
田
だ
　満

みつ
男
お

�…………………………… 11
・ブロック塀の安全対策を問う
・「みんなが元気健康いきいきプロジェクト」の新規事
業の進捗状況を問う ほか1問

北
きた
川
がわ
　悦

えつ
子
こ

�…………………………… 12
・猛暑に対応した学校施設整備を急げ
・子どもの貧困対策の充実を ほか1問

磯
いそ
貝
がい
　幸

ゆき
博
ひろ

�…………………………… 13
・旅行者誘致の取り組み強化を
・生徒数の減少と学校運営について ほか1問

清
し
水
みず
　文

ふみ
雄
お

�…………………………… 14
・今年 7月の大阪北部地震では、倒壊したブロック塀
の下敷きになり犠牲者が出た。点検体制と安全対策
の徹底について
・内灘町子どもの権利条例推進計画について ほか1問

米
よね
田
だ
　一

かず
香
か

�…………………………… 15
・保育関連施設のエアコン設置
・河北斎場へのアクセス道路について ほか4問
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問	

子
ど
も
た
ち
を
熱
中
症

の
脅
威
か
ら
守
る
た
め
、
全

小
学
校
普
通
教
室
へ
の
冷
房

設
備
の
設
置
が
時
を
待
た
ず

し
て
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
安
心
・
安
全
に
学
べ
る
環

境
へ
と
、
来
年
度
へ
向
け
た

計
画
を
聞
く
。

答	

小
学
校
は
大
規
模
改
修

時
に
冷
房
設
置
の
計
画
だ
っ

た
が
、
本
年
の
猛
暑
を
受
け
、

出
来
る
限
り
の
早
期
導
入
を

考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
国
の
補
助
制
度
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
来

年
夏
ま
で
の
設
置
を
目
指
し

て
準
備
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
12
月
会
議
で
実
施
設
計

費
の
補
正
予
算
計
上
を
計
画

し
た
い
。

問	

教
室
数
と
費
用
は
。

答	

普
通
教
室
と
特
別
教
室

合
わ
せ
て
１
４
３
教
室
あ
り
、

設
計
監
理
と
工
事
で
約
４
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

屋
内
体
育
施
設
の
暑
さ
対
策

問	

猛
暑
時
の
適
格
な
判
断

に
よ
り
、
熱
中
症
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
※
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
測

定
器
を
導
入
せ
よ
。

答	

よ
り
安
全
に
ス
ポ
ー
ツ

活
動
が
行
な
え
る
か
判
断
す

る
た
め
に
、
精
度
が
高
い
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
測
定
器
を
導
入
し
、

必
要
時
に
貸
し
出
し
た
い
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
指
導
者
や
体
育
協
会
、
各

団
体
を
対
象
に
熱
中
症
予
防

の
講
座
も
実
施
し
て
い
く
。

問	

夏
季
の
災
害
に
備
え
、

移
動
式
大
型
ク
ー
ラ
ー
な
ど

を
配
備
す
る
考
え
は
。

答	

小
学
校
教
室
を
優
先
し

て
お
り
、
屋
内
体
育
施
設
へ

の
冷
房
設
置
は
考
え
て
い
な

い
が
、
夏
場
の
災
害
時
で
避

難
所
と
な
っ
た
場
合
に
暑
さ

対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
必
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
先
般
の
西
日
本
豪
雨
災
害

で
の
活
用
事
例
な
ど
を
参
考

に
調
査
研
究
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

問	

総
合
公
園
内
に
予
定
す

る
体
育
館
は
、
多
種
多
様
な

ス
ポ
ー
ツ
に
対
応
し
た
大
会

誘
致
型
施
設
と
せ
よ
。

答	

建
設
時
に
は
議
会
と
協

議
し
て
決
め
る
考
え
だ
。

※
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ

　
湿
球
黒
球
温
度
の
略
。

人
体
の
熱
収
支
に
影
響
の

大
き
い
湿
度
・
熱
放
射
・

気
温
を
取
り
入
れ
た
指
標

で
、高
温
下
で
の
作
業
や

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
の
暑
さ

や
熱
に
よ
る
障
害
を
防
ぐ

た
め
に
使
わ
れ
る
有
効
な

指
標
と
な
っ
て
い
る
。

全小学校教室へ冷房設備を

生
いく

田
た

　勇
はや

人
と

町長　来年夏までに設置を目指す

WBGT 測定器

次は小学校へ

一
般
質
問
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問	

公
共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
点
検
結
果
と
対
策
は
。

答	

1₉
カ
所
の
う
ち
基
準
以

下
は
11
カ
所
あ
り
、
３
カ
所

は
撤
去
ま
た
は
修
理
し
た
。

　
残
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ

い
て
は
安
全
対
策
を
講
じ
る
。

問	
通
学
路
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
安
全
点
検
は
。

答	

通
学
路
は
年
度
当
初
や

必
要
時
に
学
校
と
教
育
委
員

会
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
津
幡

警
察
署
と
道
路
管
理
者
で
９

月
中
に
点
検
を
実
施
す
る
。

問	

通
学
路
に
あ
る
民
間
の

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
や
生

け
垣
へ
の
転
換
に
支
援
せ
よ
。

答	

所
有
者
や
管
理
者
が
管

理
す
る
の
が
基
本
だ
が
、
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
に
は
対
策
が
重
要
と
考

え
て
お
り
、
国
・
県
の
支
援

施
策
も
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

か
ら
だ
の
見
え
る
化

問	

※
う
ち
な
だ
健
康
ポ
イ

ン
ト
付
与
制
度
の
進
捗
は
。

答	

事
業
開
始
か
ら
２
カ
月

半
余
り
で
全
会
員
５
５
３
名

の
参
加
率
は
約
35
％
の
１
９

３
名
に
な
っ
て
お
り
、
シ
ス

テ
ム
の
利
用
率
も
事
業
開
始

前
の
1₄
％
か
ら
2₉
％
と
倍
増

し
て
い
る
。

　
今
後
、
会
員
に
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
で
事
業
参
加
を
呼

び
か
け
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
制

度
の
更
な
る
普
及
を
図
る
。

問	

生
活
習
慣
病
の
発
症
や

重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
に

※
タ
ニ
タ
監
修
ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
開
発
に
向
け
た
支
援

事
業
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答	

町
民
の
健
康
増
進
に
つ

な
げ
る
た
め
、「
ロ
ン
シ
ャ

ン
」「
る
び
な
」「
ひ
ま
わ
り

ポ
ン
ポ
ン
」
の
３
店
舗
で
低

カ
ロ
リ
ー
な
が
ら
お
い
し
く

満
足
感
の
あ
る
健
康
的
な
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
・
提
供
し
、

協
力
を
頂
い
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

問	

全
て
の
学
校
教
室
に
エ

ア
コ
ン
の
設
置
を
。

答	

来
年
夏
ま
で
に
設
置
を

目
指
し
て
準
備
を
進
め
る
。

※ 

う
ち
な
だ
健
康
ポ
イ
ン

ト
付
与
制
度

　
「
う
ち
な
だ
タ
ニ
タ
健

康
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」会

員
対
象
の「
は
か
る
」「
あ

る
く
」で
ポ
イ
ン
ト
が
た

ま
り
様
々
な
商
品
と
交
換

で
き
る
制
度
。

※ 

タ
ニ
タ
監
修
ヘ
ル
シ
ー

メ
ニ
ュ
ー

　
健
康
の
維
持
増
進
を
目

的
に
１
食
あ
た
り
５
０
０

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
前
後
で
塩

分
は
３
グ
ラ
ム
以
下
、野

菜
使
用
量
２
０
０
グ
ラ
ム

前
後
で
、よ
く
噛
ん
で
ゆ

っ
く
り
食
べ
る
こ
と
を
推

奨
し
て
い
る
。

健康は食から

通学路の点検中

危険ブロック塀撤去に支援せよ
安全安心のために重要　都市建設課長

七
しち

田
だ

　満
みつ

男
お

一
般
質
問
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問	

町
内
５
カ
所
の
小
学
校

の
空
調
整
備
は
、
設
置
に
向

け
準
備
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
子
ど
も
の
命
を
守

る
た
め
、
ま
た
災
害
時
に
も

必
要
と
な
る
た
め
体
育
館
に

も
設
置
せ
よ
。

答	

普
通
教
室
と
特
別
教
室

等
の
設
置
を
優
先
し
、
現
在

体
育
館
は
考
え
て
い
な
い
。

問	

学
校
給
食
共
同
調
理
場

に
冷
房
整
備
が
必
要
だ
。

答	

日
頃
か
ら
休
憩
や
水
分

を
小
ま
め
に
補
給
す
る
対
策

を
と
っ
て
お
り
、
調
理
場
の

特
に
暑
い
場
所
に
は
ス
ポ
ッ

ト
冷
房
を
５
カ
所
設
置
し
て

暑
さ
対
策
を
行
な
っ
て
い
る
。

問	

学
校
プ
ー
ル
の
対
応
は
。

答	

水
温
31
度
を
超
え
る
場

合
に
は
プ
ー
ル
の
使
用
を
中

止
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

た
だ
し
状
況
に
よ
り
各
学
校

で
判
断
し
て
い
る
。

子

育

て

支

援

問	

子
ど
も
の
貧
困
率
は
７

人
に
１
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。

町
の
現
状
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
。

答	

生
活
保
護
受
給
世
帯
や

就
学
援
助
受
給
世
帯
、
児
童

扶
養
手
当
受
給
世
帯
の
状
況

な
ど
で
確
認
で
き
る
た
め
、

調
査
は
考
え
て
い
な
い
。

　
貧
困
対
策
と
し
て
学
習
支

援
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
は
参
加
児
童
に

無
償
で
食
事
提
供
し
て
い
る
。

問	

国
保
だ
け
が
18
歳
未
満

の
子
ど
も
に
均
等
割
が
か
か

る
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
て
均
等
割
を
廃
止
せ
よ
。

答	

18
歳
未
満
の
加
入
者
は

約
４
７
０
人
で
均
等
割
を
免

除
す
る
に
は
１
９
０
０
万
円

の
財
源
が
必
要
で
難
し
い
。

問	

就
学
援
助
受
給
世
帯
の

給
食
費
１
０
０
％
援
助
を
。

答	

援
助
増
の
考
え
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

問	

ほ
の
ぼ
の
湯
入
館
者
数

を
町
内
と
町
外
で
把
握
し
て

い
る
か
。

答	

把
握
す
る
必
要
が
な
い
。

近
隣
市
町
の
多
く
も
区
別
し

な
い
流
れ
だ
。

猛暑に対応した学校整備を

北
きた

川
がわ

　悦
えつ

子
こ

教育部長　普通教室と特別教室を優先

中学校体育祭

温度管理で楽しい夏を

一
般
質
問
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問	

町
の
魅
力
に
感
銘
を
受

け
て
移
住
し
、
新
し
い
視
点

や
ア
イ
デ
ア
、
行
動
力
を
持

つ
※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

採
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答	

町
の
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の

発
掘
な
ど
を
目
的
に
、
平
成

31
年
４
月
か
ら
募
集
を
開
始

す
る
。

問	
内
灘
海
岸
賑
わ
い
創
出

事
業
基
本
構
想
検
討
委
員
会

で
の
協
議
内
容
は
。

答	

旅
行
者
の
利
便
性
向
上

に
向
け
、
海
岸
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
策
や
情
報
発
信
の
強

化
、
賑
わ
い
拠
点
の
整
備
や

周
辺
の
回
遊
性
向
上
な
ど
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
協
議

し
て
い
る
。

問	

今
後
も
町
で
海
水
浴
場

を
設
置
す
る
の
か
。

答	

来
場
者
の
休
憩
場
所
や

周
辺
設
備
の
改
善
を
加
え
来

年
も
町
で
設
置
し
た
い
。

学
校
運
営
の
今
後

問	

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
な
ど
、
地
域
と
一
体

と
な
る
学
校
運
営
や
特
徴
あ

る
活
用
方
法
を
探
れ
な
い
か
。

答	

学
校
評
議
員
制
度
で
地

域
の
声
を
活
か
し
た
学
校
づ

く
り
を
進
め
て
お
り
、
現
時

点
で
考
え
て
い
な
い
。

問	

ハ
ー
ド
面
に
偏
ら
ず
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
充
実
し

た
体
験
を
さ
せ
る
教
育
機
会

を
提
供
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答	

多
様
な
教
育
施
策
を
推

進
し
て
い
る
。
教
育
は
未
来

に
向
け
た
投
資
と
考
え
、
重

要
施
策
と
認
識
し
て
い
る
。

問	

こ
れ
か
ら
の
生
徒
数
減

少
と
学
校
維
持
費
の
観
点
か

ら
、
小
学
校
統
合
問
題
が
顕

在
化
す
る
。
議
論
を
始
め
よ
。

答	

学
校
は
地
域
の
核
で
あ

り
、
地
域
活
力
の
維
持
か
ら

も
存
続
は
重
要
だ
。
統
廃
合

を
進
め
る
考
え
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

問	

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
災
害

時
対
応
訓
練
を
強
く
望
む
。

答	

先
進
地
事
例
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

学校は地域の核

金沢市地域おこし協力隊と住民による特産品づくり

地域おこし協力隊の採用を
来年4月より募集する　町長

磯
いそ

貝
がい

　幸
ゆき

博
ひろ

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
地
域
外
の
人
材
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
、地
域
力

の
維
持
強
化
の
た
め
に
担

い
手
と
な
っ
て
も
ら
い
、

定
住
を
図
る
国
の
制
度
。

※ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
保
護
者
・
地
域
住
民
が

積
極
的
に
学
校
運
営
に
参

加
す
る
た
め
の「
学
校
運

営
協
議
会
」を
設
置
し
た

公
立
学
校
。学
校
運
営
に

対
し
意
見
し
、校
長
の
運

営
方
針
等
を
承
認
し
、教

職
員
の
任
用
に
意
見
を
述

べ
る
権
限
を
持
つ
。

一
般
質
問
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問	

千
鳥
台
３
丁
目
の
コ
ン

フ
ォ
モ
ー
ル
内
灘
側
町
所
有

地
に
設
置
し
て
あ
る
防
風
防

砂
ネ
ッ
ト
は
、
腐
食
が
進
み

老
朽
化
し
て
大
変
危
険
だ
。

　
倒
壊
等
の
事
故
が
あ
れ
ば
、

町
の
責
任
が
問
わ
れ
る
。

　
今
後
の
安
全
対
策
は
。

答	

開
発
時
に
事
業
者
が
仮

設
的
に
設
置
し
た
も
の
だ
。

設
置
か
ら
15
年
余
り
が
経
過

し
、
老
朽
化
し
て
い
る
。
設

置
事
業
者
か
ら
は
責
任
あ
る

管
理
の
確
約
を
貰
っ
て
お
り
、

今
後
も
安
全
対
策
の
徹
底
を

働
き
か
け
る
。

問	

ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
去
や
改

修
、
生
垣
へ
の
建
て
か
え
な

ど
、
民
間
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
等

に
対
し
補
助
制
度
を
設
け
よ
。

答	

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
へ
の
助
成
制
度
は
、
他

自
治
体
の
動
向
を
参
考
に
、

ま
た
国
・
県
の
支
援
施
策
も

踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
権
利
条
例

問	

子
ど
も
の
権
利
条
例
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
社
会
科

見
学
と
し
て
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
た
ち
が
町
議
会
を
訪

れ
る
取
り
組
み
を
。

答	

現
在
、
町
内
小
学
校
で

は
、
生
活
・
総
合
・
社
会
科

の
授
業
内
容
に
合
わ
せ
、
町

内
の
お
店
や
公
共
施
設
な
ど

を
直
接
訪
問
す
る
見
学
授
業

を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
小
学
６
年
生
社
会

科
で
は
政
治
の
仕
組
み
の
授

業
が
あ
る
。
過
去
に
は
そ
の

一
環
で
、
町
議
会
を
見
学
し

た
事
例
も
あ
り
、
今
後
は
各

学
校
の
意
向
を
踏
ま
え
て
検

討
し
た
い
。

問	

ま
た
、
以
前
開
催
し
た

「
子
ど
も
議
会
」
な
ど
も
こ

の
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
開
催
す
る
考
え
は
。

答	

子
ど
も
議
会
の
開
催
は

開
催
時
期
や
規
模
、
形
態
な

ど
、
今
後
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

問	

町
行
事
へ
の
県
選
出
国

会
議
員
に
対
す
る
参
加
案
内

は
、
公
正
・
公
平
に
行
な
わ

れ
て
い
る
か
。

答	

各
国
会
議
員
事
務
所
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て

招
待
を
し
て
い
る
。

防風防砂ネット安全対策は

清
し

水
みず

　文
ふみ

雄
お

総務部長　管理の徹底を働きかける

平成 27 年に実施した子ども議会

安全対策は大丈夫か

一
般
質
問
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問	

町
内
保
育
関
連
施
設
で

の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
は
。

答	

全
て
の
保
育
室
で
設
置

さ
れ
て
い
る
。
町
立
保
育
所

２
カ
所
の
ホ
ー
ル
は
未
設
置
。

問	

町
立
保
育
所
の
保
育
室

と
ホ
ー
ル
の
温
度
は
。

答	
８
月
の
保
育
室
の
温
度

は
最
高
28
度
、
最
低
25
度
、

平
均
2₆
・
７
度
。
ホ
ー
ル
は

温
湿
度
計
未
設
置
で
把
握
し

て
い
な
い
。

問	

エ
ア
コ
ン
の
あ
る
保
育

室
の
気
温
が
30
度
を
超
え
る

日
が
あ
っ
た
と
聞
い
た
。
施

設
全
体
が
暑
い
の
も
原
因
で

は
。
ホ
ー
ル
で
も
測
定
が
必

要
だ
。
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。

答	

７
月
に
は
超
え
る
日
も

あ
っ
た
。
な
る
べ
く
早
く
ホ

ー
ル
に
も
温
湿
度
計
を
設
置

し
環
境
を
整
え
た
い
。
エ
ア

コ
ン
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

河
北
斎
場
ア
ク
セ
ス
道
路

問	

か
ほ
く
市
、
津
幡
町
、

内
灘
町
で
組
織
さ
れ
る
河
北

郡
市
広
域
事
務
組
合
は
ご
み

や
下
水
、
汚
泥
処
理
な
ど
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
広
域
で
提

供
し
て
お
り
、
河
北
斎
場
の

管
理
運
営
も
そ
の
一
つ
と
認

識
し
て
い
る
。

　
斎
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

は
分
か
り
に
く
く
、
狭
く
て

大
型
車
が
す
れ
違
え
な
い
。

ま
た
、
雪
が
降
る
と
大
変
だ
。

　
組
合
に
道
路
整
備
等
の
要

望
を
せ
よ
。
今
後
の
方
針
は
。

答	

ア
ク
セ
ス
道
路
は
町
が

管
理
す
る
道
路
で
組
合
に
整

備
の
要
望
は
し
て
い
な
い
。

　
大
型
バ
ス
と
交
差
で
き
な

い
状
況
は
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
町
で
は
北
部
開
発

促
進
協
議
会
と
と
も
に
白
帆

台
以
北
の
農
業
基
盤
整
備
に

向
け
た
検
討
を
し
て
い
る
。

　
道
路
を
含
め
、
ほ
場
整
備

を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が

最
大
の
費
用
対
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
今
後
そ
の

中
で
検
討
を
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

問	

学
校
環
境
衛
生
基
準
一

部
改
訂
を
踏
ま
え
、
今
後
の

課
題
と
対
応
は
。

答	

教
室
の
温
度
基
準
が
見

直
さ
れ
た
た
め
、
空
調
設
備

設
置
を
早
急
に
推
し
進
め
る
。

問	

保
育
施
設
で
具
体
的
な

日
常
の
環
境
衛
生
基
準
を
定

め
て
点
検
を
実
施
し
て
は
。

答	

毎
日
、
温
湿
度
を
計
測

し
て
お
り
、
基
準
を
定
め
る

必
要
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問	

生
前
の
あ
ら
ゆ
る
意
思

決
定
を
支
援
す
る
事
業
を
実

施
せ
よ
。

答	

県
内
で
の
例
が
な
く
、

先
進
事
例
を
参
考
に
調
査
研

究
す
る
。

問	

死
産
や
子
ど
も
の
死
亡

に
は
火
葬
炉
使
用
料
助
成
を
。

答	

助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

この先が狭い

町立保育所のホールにもエアコンを

保育所ホールにエアコンを
設置は考えていない　町民福祉担当部長

米
よね

田
だ

　一
かず

香
か

一
般
質
問

15 うちなだ議会だより  第135号　平成30年11月2日15 うちなだ議会だより  第135号　平成30年11月2日



　
文
化
会
館
改
修
工
事
は
、
非
構
造
部
材
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
仕
様
規
定
の
変
更

が
あ
っ
た
た
め
、
当
初
予
定
し
て
い
た
耐
震
ク

リ
ッ
プ
工
法
か
ら
準
構
造
天
井
工
法
に
変
更
し

耐
震
補
強
工
事
等
を
実
施
す
る
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

�	

大
規
模
改
修
す
る
文
化
会
館
の
使
用
出

来
な
い
期
間
は
い
つ
か
ら
か
？

　�	

11
月
18
日
の
砂
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
以
降

は
使
用
で
き
な
く
な
る
。
早
急
に
、
工
事
期

間
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
疑
・
意
見

　

�	

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
状
況
で
、
残

業
の
主
な
内
容
は
何
か
。

　�	

残
業
の
主
な
事
務
は
、
校こ

う
務む

分ぶ
ん
掌し

ょ
うと
教
材

研
究
。
校
務
分
掌
と
は
学
校
内
に
お
け
る
運

営
上
必
要
な
業
務
分
担
で
、
教
材
研
究
と
は

授
業
や
指
導
の
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
理
解
を

深
め
る
作
業
。

　

�	

夕
陽
ケ
丘
苑
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
９
月

末
で
休
止
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

介
護
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
い
た
め
と
の
事
だ

が
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　�	

夕
陽
ケ
丘
苑
か
ら
は
９
月
21
日
に
理
事
会

を
開
催
し
、
報
告
し
た
後
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
休
止
を
決
定
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
正
規
介
護
職
員
２
名
の

退
職
や
パ
ー
ト
職
員
の
不
足
に
よ
り
、
現
在

も
職
員
募
集
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
職
員

の
補
充
が
で
き
な
け
れ
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
休
止
の
予
定
。

問答問答

問答

文教福祉
常 任
委 員 会

総務産業
建設常任
委 員 会

　
家
畜
糞
尿
の
処
理
施
設
「
河
北
潟
ゆ
う
き
の

里
」
は
老
朽
化
が
進
み
、
経
営
面
か
ら
も
改

修
・
効
率
化
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
河
北
潟
酪
農
組
合
の
提
案
し
た
改
修
計
画
が

国
の
※
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
認
定
さ
れ
た

の
を
機
に
、
酪
農
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
改
修
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

�	

酪
農
家
や
組
合
の
経
営
状
況
は
。

　�	

近
年
は
乳
価
は
安
定
し
、
酪
農
経
営
状
況

は
改
善
方
向
に
あ
る
。
組
合
の
運
営
は
他
所

か
ら
の
脱
水
処
理
し
た
汚
泥
を
有
料
で
受
け

入
れ
、
成
り
立
っ
て
い
る
状
況
。

　

�	

施
設
改
修
に
よ
り
、
酪
農
産
業
の
振
興

発
展
に
つ
な
が
る
の
か
。

　�	

導
入
費
用
は
か
か
る
が
維
持
費
用
は
か
な

り
抑
え
ら
れ
、全
体
的
に
好
影
響
を
見
込
む
。
そ
の
他
の
質
疑
・
意
見

　

�	

商
工
会
青
年
部
が
内
灘
海
岸
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
ゴ

ミ
が
大
量
で
継
続
も
厳
し
い
状
況
と
聞
く
。

対
策
を
検
討
せ
よ
。

　

�	

ゴ
ミ
持
ち
帰
り
の
周
知
を
徹
底
し
、
今
後

ゴ
ミ
箱
の
設
置
も
検
討
す
る
。

問答問答

問答

全
員
一
致
で
可
決

酪
農
産
業
の
発
展
に
向
け

文
化
会
館

な
ぜ
工
法
を
変
更
す
る
の
か

汚水処理費用の大幅削減を

◎
中
川　
達　
〇
磯
貝
幸
博　
夷
藤　
満

　
北
川
悦
子　
　
藤
井
良
信　
生
田
勇
人

◎
川
口
正
己　
〇
七
田
満
男　
南　
守
雄

　
清
水
文
雄　
　
太
田
臣
宣　
米
田
一
香

◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

畜
産
農
家
を
は
じ
め
、地
域
の
関
係
事

業
者
が
連
携
・
結
集
し
、地
域
ぐ
る
み
で

高
収
益
型
の
畜
産
を
実
現
す
る
た
め
の

体
制

休止になった夕陽ケ丘苑デイサービス

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
9
月
）
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ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

答　弁

内灘海岸の賑わい創出にあわせ
コンフォモール内灘も活性化される
　平成29年度、内灘海岸賑わい創出事業基本構
想の策定に着手している。検討委員会を設置し、
町民の意見も聴取しながら進めたい。

答　弁

導入したい
　日中の各種災害に対応する消防力の強化を
目的として、新たに導入したい。

その後 その後

地域消防力強化 周辺一帯の賑わいを

平成30年10月現在
基本構想策定中

　駅から海岸へのアクセス向上やSNSに
よる魅力発信の強化、海岸の魅力を生かし
た賑わい拠点整備や周辺の回遊性向上など
ハード・ソフト両面を協議している。

平成29年4月
機能別消防団発足

　町内で働く元団員を機能別消防団員に任
命し、消防力の強化を図った。あわせて分
団長以下の定年制を廃止した。

機能別消防団制度を
導入せよ

　消防団員の減少やサラリーマン化など、地
域防災力の低下が懸念されている。能力や事
情に応じて特定の活動にのみ参加できる機能
別消防団員制度を導入せよ。

平成28年12月会議  恩道　正博

コンフォモール内灘の賑わい
創出に向けた「道の駅」化を提案する
　内灘海岸を含めた賑わいづくりにはコン
フォモール内灘の位置づけが重要になってく
る。道の駅として整備せよ。

平成26年12月会議
平成29年   9月会議  清水　文雄
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く
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手
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け
ま
す
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な
た
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切
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か
を
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ら
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紙
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に
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レ
ン
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し
て
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ま
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ん
か
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議会を傍聴しませんか

議会事務局　TEL286－6715

12月会議の一般質問は12月10日
午前10時からの予定です。詳しく
は、町ホームページをご覧ください。
傍聴の受付は当日、庁舎3階エレベー
ター横で行なっています。
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